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株式会社ルミネは、首都圏の生活者に食や農業に興味を
持ってほしい、食を通じて心豊かになる体験を提供したい、
という想いから、「都会と畑を結び、食の出会いと学びの機
会を作るルミネの農業プロジェクト」として、平成30

（2018）年にルミネアグリプロジェクトを立ち上げました。
食への関心が薄い層を始め、幅広い世代に向けて、国産の
野菜や果物、農産加工品等の良さを知ってもらえるよう、
定期的に開催するマルシェを軸に、常設の直営店、オンラ
インストア、イベント等の様々な形態で国産農産物、農産
加工品等を販売しています。主に首都圏で暮らす生活者と
生産者をつなぐきっかけづくりに取り組んでいます。マル
シェでは、実際に商品に触れてもらうとともに、生産者が
店頭に立ち、コミュニケーションをとりながら販売するこ
とで、国産農産物等の良さや生産者のことを知ってもらい、
産地に行ってみたくなる機会をつくっています。

プロジェクトでは、食への関心が薄い人でも、駅前を通
りがかった時や仕事帰り等に、マルシェやイベントに気軽
に立ち寄ってもらえるよう、多くの人々が行き交うJR新宿
駅付近の通路で、昼から夜にかけて開催するなど、開催場
所や時間を工夫しています。また、色鮮やかなデザインの
リーフレットやSNSを使って情報発信をしたり、出店者に商品のディスプレイや売り方をレ
クチャーしたりするなど、様々な工夫を行っています。

ほかにも、JA全農（全国農業協同組合連合会）と連携しJR新宿駅前の広場で牛乳の飲み比
べができるイベントを行い、牛乳乳製品に触れる機会を作ったり、新宿区内の小学校と連携し
た取組として小学校の屋上で栽培・収穫された野菜をマルシェで販売したりもしています。

マルシェやイベントで国産農産物等の良さを知ったことで、実際に産地を訪れた方もいまし
た。また、社内販売で国産農産物等に触れた社員からは「これまで、果物を自分で買うことが
なかったが、マルシェの野菜や果物を食べてみたことでおいしさに感動し、継続して野菜や果
物を購入するようになった。」という声や、「野菜を手軽に買うことができ、自分で料理をする
きっかけになった。」という声もありました。

一方で、マルシェで販売した農産物等が売れ残ってしまう課題もあることから、国産農産物
等への理解や食品ロスの削減につながる仕組みづくりをしていきたいと考えています。

今後も、生産者や社内外の人々と連携しながら、首都圏と生産地を結び、多くの人に食の出
会いと学びの機会を作ることで、首都圏の生活者に食を通じて心豊かになる体験を提供できる
ような取組を進めていきます。
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